





































・注釈には、 和歌本文の翻字のほか、 〈釈文〉 〈通釈〉 〈語釈〉 〈補説〉
の各項を立てた。 〈釈文〉には、解釈に資するため、本文に適宜漢字を当て、濁点を付したものを掲げた。 〈通釈〉には現代語訳を、 〈語釈〉には語句の意味や表現史的 特記すべきことがら等を記した。 〈補説〉には一首全体 作意や構想上の特質などを記した。























































のとされた。 「けむ」 は過去推量。 この措辞は他 は南北朝期の 「いと早も鳴く鶯は白雪のふる年よりや谷を出でけむ 題林愚抄
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定する言い方（反実仮想） 。もし〜と思 ならば。 「いたづらに過ぐる月日をたなばたの逢ふ夜 数と思はましかば」 （拾遺集・秋






思はぬ時だにも立つことやすき花の陰かは」 （古今集 ・ 春下
134躬恒）






























措辞として 初例は「恋しさも秋 夕べにおとらぬは霞 な引く春の曙」 （和泉式部続集
188）だが、勅撰集の初出は千載集で、平






旅立つ時刻 「春の曙」に設定されているこ を考え合わせるならば、遙かな旅の心細さや寂しさだけではなく、花々 咲く美しい時節と別れていく悲嘆をも含んでいるだろう。そう た意味において当該歌は、古今集の「春霞たつを見捨て ゆく雁 花なき里に住みやならへる」 （春上
30伊勢）の発想伝統に連なると言え
よう。しかし、帰雁歌の一つのパターンとして、 「今 とて越路に帰る雁がねは羽もたゆくや行き帰る ん」 （金葉集 ・ 春
28経通） 「天
















形容となるが、 「あだなり 名にこそ立てれ桜花年にまれなる人も待ちけり」 （古今集・春上
62読人不知）のように桜を擬人化し、


















した基本構想は、やがてさまざまなバリエーションを産んでいく。その一つのパターンと て、 「あだ」 対比的な素材や語を取り合わせる方法がある。 「あだな色─深 染める」の対比を用いる前掲西行歌や、 「あだに移ろふ色─変わらぬ心」の対比による「あだにのみうつろふ花の色なれど染めし心は らざりけり （隆信集
75）等である。これらの歌と比較すると、 「あだなる花を惜しみ─

















の意で、状態の一変したことを述べる場合が多いが、 「名残なく過ぎぬなるかな郭公こぞ語らひし宿と知らずや」 （千載集 ・ 夏
162実国）
のように、 「未練がまった ないように」の意で、景物にそれを待望する人間への思い遣り ないことを述べる例も少数ながら存在する。前掲歌のように時雨・雲 どの天象や郭公と組み わせる作が多いが、落花と取り合わせた例に、 「山桜えだき 風の名残なく花をさながら我が物 す 」 （山家集
140） 、 「名残なく花散り果て
























































く早くから用いられた措辞だが、平安後期以降 用例が増大する。その傾向は、 「佐保山」と春季の情景を取り合わせて詠むようになる時期と重なり合い、 「春くれば麓も見えず佐保山に霞の衣もたちぞかけける」 （国基集１） 、 「佐保山に霞の衣かけてけり何をか四方の空は着るらん 散木奇歌集８）等の作も見られる。 「霞の衣が濡れる」ことを詠む作は、すでに「惜しめども立ち去る春の春雨に霞の衣ぬれやしぬら 」 （為仲集
88） に見られる。なお、 「霞の衣」






























Some Annotations on Pieces of an Unidentified Waka 
Anthology Attributed to Saigyo (Part 1)
NAKAMURA, Aya
キーワード ： 和歌、注釈、構想
Key words ： waka poetry, commentary, a conception of waka
